第１１回　　インターネット

最近のすばらしい技術進歩によって、コンピュータの世界は新しいことが表れてきます。「ＩＴ革命」などと新聞やテレビでも放送されているとおりです。これによって私たちの生活や学習にも大きな変化がもたらされてきています。しかし安易にのめり込むことなく、正確な知識をいろいろな媒体から学習して、利用することが大切とおもいます。本人が知らないうちに犯罪に巻き込まれてしまう例もご存じでしょう。

さて技術発展のひとつには、インターネットがあります。世界中のコンピュータが大規模につながっています。どんなことができる

1． 電子メール；

手紙や電話による通信のかわりに、メールという、ワープロで書いた文章などを相手方（複数であっても）アドレスへと瞬時に送信することができます。もちろん受信も。またメーリングリストとよばれるグループへ登録していれば、自動的に送信されてきます。基本は、“携帯でつかっているもの”と同じです。

2． 情報の検索；

ＷＷＷ（世界にめぐらしたクモの糸）によって、コンピュータ上に保存してあるデータを閲覧利用することができるのです。とても大きな百科事典を利用できると考えられます。たとえば、図書を利用する際にも、所在の有無を調べるとか、また内容を読みとることもできます。国立図書館Ｗｅｂ−ＯＰＡＣでは、図書の検索として　“国立国会図書館が所蔵する和図書データ（1948年以降受入分のみ・約200万　件）、および洋図書データ（1986年以降受入分のみ・約20万件）を検索することができます。”　ということがうたい文句です。

3． 情報の発信；

プロバイダーとよばれる計算機の業者に料金を支払って、個人のファイルを登録しておくと、他人がそのファイルを閲覧することができます。学校にあるパソコンでも、ファイルの閲覧を解放しています。このことにより、自分で造ったファイルが他の人々に公開されて、自作の新聞をみんなが通る道路に掲示していることと同じになります。役に立つ情報とか個人の主張を世界に向けて発信するわけです。もちろん英語とかフランス語とかは必要になりますが。

